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「主体的に考え判断 し、進んで学習する能力と

態度を培う学習指導の工夫」

一選択制授業 における武道及 びダンスの男女共習 を通 して(そ の2) 一

1研 究主題 と研究の方針

1主 題設定 の理 由

自由時間 の増加 や生活 水準 の向上 、高齢化、情報化、国際化 の進展 、生涯学 習への気運 の高

ま りなどを背景 に、運動 や スポー ツの在 り方 も大 き く変化 して きてい る。現行 の学 習指導 要 領

で は、「運動 」や 「スポーツ」を人生 をよ り豊か に充実 させ るための 「生 きが い」や、「文化」

の一 っ と して とらえ、「体育」 に期待 され る役割 と して、生涯に わ た って 自 ら進 ん で運動 や ス

ポーッに親 しむ ことが でき る能力や態度を育成 す ることがあげ られている。具体 的に は、生 徒

一 人一 人が運動や スポーツの意義や価値 に対 す る認識 を深 め
、学ぶ ことの楽 しさや成就感 を 体

得 す るとと もに、生涯体育 ・スポーツの基礎 を培 うことである。

この学 習指導要領の趣 旨を踏 まえ、 その具現化 を図 るため、 また、本年度 は昨年度 の研 究 成

果 を発展 させ るたあ、研究主題を 「主体的 に考 え判断 し、進ん で学習す る能力 と態度 を培 う学

習指導 の工夫」 と した。生徒 の関心 ・意欲 ・能力 ・適性等 に応 じて、運動を選択す る能力 を 高

め るとと もに、生涯体育 ・スポーッの支え とな る自発的 ・自主的 な学習への取 り組み方 や、運

動 の楽 しさや喜 びを深 く味わ うための学 習の仕方等 を身 に付 けさせ るため 「選択制授業 にお け

る武道及 び ダ ンスの男 女共習」 を取 り上 げた。

2研 究 の方針

本研究 で は、選択制授業 におけ る男女共習 の武道及びダンスにっいて、生徒及び教師の意識 ・

実態調査 を行 い、その結果 を もとに仮説 を設定 した。その仮説 を踏 まえて、武道班 とダ ンス班

の2班 に分 かれて研究 を進 め、それぞれに指導計画を立案 し、実証授業 を行 うことによ り、 検

証す る ことに した。

(1)武 道班 では、種 目 として 「柔道」 を取 り上 げ、柔道 の特性 、男女 の特性 、学習経験 と学 習

形態 ・学習過程 、教 師の効果的 なかかわ り方等の点 か ら学習指導 を工夫 し、選択制授 業 で の

男女共習 の柔道 におけ る3年 間を見通 した指導計 画を作成 し、特 に導入段階 とな る第1学 年

の指導計画 を中心 に、その研究 を進 めた。

② ダ ンス班 では、導入段階 での工夫を中心 に、 ダ ンスの特性 、男女 の特性 、学習経験 、学 習

形 態、学習過程、教師 の効果的 なかかわ り方 、学習指導 などの工夫を行 い、選択制授業 での

男女 共習 の ダンスの3年 間を見通 した指導計 画を作成 し、研究を進 めた。

3研 究の経過

平 成8年4月 ～6月 研究主題 の設定 、研究計画、研究構想図の作成

7月 ～8月 実態調査及 び集計 ・分析、考察、仮説 の設定、指導計画 の検討

一2一



平成8年

平成9年

9月 ～11月

11月 ～12月

1月 ～2月

指導計 画の作成 、実証授業、結果 の分析 ・考察

報告書 の作成 、副 資料 の作成

研 究発表の準備 、研究発表、本研究 の整理 と反省

II研 究の構想図

学 習 指 導 要 領

保健体育科の 目標

健康 ・安 全や運動 にっ いて の理解 と運動 の合理 的 な実 践 を通 して 、計

画的 に運 動をす る習慣を育て るとと もに、 健康 の増 進 と体力 の向上 を

図 り、明 る く豊か で活力 のある生活を営む態度 を育 て る。

生 涯 体 育 ・ス ポ ー ツ

の視 点

新 しい学力観 ・指導観 ・

評価観

研究主題
ll

一
主体的 に考 え判 断 し、進 んで学 習す る能力 と態度 を培 う学習指導 の工夫

一選択 制授業 にお ける武道及 びダ ンスの男女共 習を通 して 一

11

基礎研究
・先行研究

・運動 の特性

調査研究
・生徒 の実態調 査

・教師 の実態調 査

研究仮説

II
I

選 択制授業 にお ける武道及び ダンスの男女共習 を通 して、 男女 の特 性 や運

動 の特 性を生か した学習過程や学習の段 階 に応 じた教 師 のかか わ り方 を工

夫する ことによって 、生徒一人一人が主体 的 に考 え判断 し、進 ん で学 習す

る能力 や態度 を培 うことが できる。

研究の重点課題
1

学習過程の工夫 教 師のかかわ り方 の工夫

1

実 証 授 業

i

検 証 ・ 修 正

1

ま と め

一3一



皿 研究の内容

t.実 態調査(武 道)意 識 ・実態調査 とその考察

(1)調 査期間 平成8年6月 ～7月

(2)調 査対象 都立高等 学校保健体 育科教諭151名(男 性117名

都立高等 学校 男子生 徒1年182名2年147名

女子生 徒1年185名2年172名

(3)調 査内容 「教 師」
・選択制授業 の実施状 況

・男女共 習での実施種 目

・男女共習 での意義 、課題
・武道 に男女共 習の配慮事項

・学習形態 、評 価の観点

(4)結 果 と考察

女性34名)

3年136名 男子計465名

3年176名 女子計533名

男女計998名

「生 徒」
・男女共 習の意識

・武道 を学習 す ることにっ いて

・学習形態

・評価 の方法

。評価 の観点一
【男女共習の種 目にっ いて】

1

心
i

60

ao

20

0

50

40

《男女共習が可能と思う種目》

(複数回答)

体操 陸上競 パスケ サッカ バレー 卓球 ソフト
器械運 水泳 ハンド ラグピ テニス パ ドミ 柔道

《高校で武道 を学習す ることについて》

生徒が男女共習で実施可能と考えている種目に

つ いて、器械運動 や陸上競技等 、個人的 スポー ッ

) やネ ッ ト型 の球技 に多 く回答が集 ま った。

授業 で実施 している種 目にっ いて も、水泳 、 テ

ニス、バ ドミン トン等 のネ ッ ト型 の種 目が多 く実 ＼
施 されて お り、生徒 の意識 と教師 の実施 してい る

一 薩
種 目の傾 向は一致 して いる。

'

1
眠iコ＼

生徒 は ラグビー、ハ ンドボール等、身体接触 の
剣道

道 ダンス あ る球技や武道 の実施 は難 しいと考えて いる。

國
【男女共習 の実施 にっ いて】

《選択制授業で男女共習で実施している種目》

(複数回答)

SO

so

訳40

zo

0

体操 陸上競技 バスケ サッカー 卓球 柔道 ダンス
器械運動 水泳 バレー テニス バ ドミン 剣道

《男女共 習を実施 する ことにつ いて》

男女共習 で授業 を実施す ることにっ いて、多 く

の教師がで きるだ け推進 したい とい う考えを も っ

てお り、生徒 自身 も男女共習で学習す る意義を認

めて いる。

so

40

zo

■ロ男

【=コ女

一 男女

30

zo

io

0

ア イ ウ 工 オ 鰯 男

⊆コ 女

■■1し

0

ア イ ウ 工
国 男

=コ女
囲 男女
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ア、体育 の授業 が良 い機会 である。

イ、 日本 の伝統 と して触 れてお く。

ウ、他 の種 目 と同様 に考 える。

エ、で きれば学 習 した くない。

オ、その他。

《武道 を男女共 習で学 習するとき気 になる事》

ア イ ウ エ オ

【武道 を男女共習で実施す ることにっ いて】

武道を男女共習で学習す ることにっ いて、生徒

は男女共習に関係なく武道を学習することに肯定

的で、良 い機会 と して と らえて いる。それに対 し

教師 には、「武道 は男子」 とい った固定 概念 が あ

ると考え られ る。実際 に実施 して いると ころが少

事》 ないの も教師 の考えが反映 されて いるのではない

か。領域 の特性上、武道 を男女共習 で実施 す るこ

とにっ いて、多 くの課題が考 え られるが、生 涯ス

ポーツへ の発展 、選択肢 の広 が りによる意 欲的な

授業参加等 、意義 があると考 え られる。

カ キ
【武道を男女共習で実施するときの課題】

ア、積極 的に推進 したい。

イ、で きれば推 進 した くない。

ウ、あ まり推 進 した くない。

エ、全 く考えて いない。

40

《武道を男女共習で実施す ることの意義 にっ いて》

(複数回答)

60

40

20

ア、学習経験の違 い。

イ、体力の違 い。

ウ、照れ ・恥ずか しさがあ る。

エ、身体接触が気 になる。

オ、学習内容 に不安があ る。

カ、評価。

キ、 その他。

《学習形態 の希望》

武道 を男女 で学習 する際 の問題 とな ることは、

生徒 。教 師 ともにお互 いの体 力の違 いであ ると考

えてい る。 この ことは身体接 触を伴 う種 目の特徴

であ り、特 に柔道の特性 を考 えれば、男女共習で

の実施 は学習 形態や学 習過程 の工夫が必要 となる。

さ らに、教 師が指導上 の問題 として いる 「学習

経 験の違 い」「照れ ・恥 ずか しさ」「関心 ・意欲 の

違い」を配慮 した学習形態や学習過程の工夫 も必

要 と考え る。

0
ア イ ゥ ェ オ カ キ ク

ア、協力性や思 いや りが育 成 され る。

イ、互 いの特性を生か し指導 ・援助す ることが できる。

ウ、学習経験を生か し指導 。援助す ることがで きる。

エ、選択肢が広が り、意欲的 に参加 できる。

オ、生涯 スポーツへ発展 しやす くなる。

カ、照れ 。恥ずか しさを取 り除 くことができる。

キ、固定概念 を取 り払 うことがで きる。

ク、その他。

30

試20

io

0

■ 男

〔コ女
■ 男女

ア イ ウ 工 才

ア、試合まで全て男女混合。

イ、試合 は男女別、他 は男女混合。

ウ、試合、固 め技 は男女別。

エ、基本動作、補強 は男女混合。

オ、実技 は全て男女別。

一J;

ロ 女

回 男女

武道を男女共習で実施す るとき生徒 は、身体接

触をあ まり気 に して いな いが、身体接触 のある内

容を好んで いない。生徒 ・教師の実態 を考 える と

試合や技の練習 は男女で組 むことに配慮 を要 す る

と考え る。

学習形態 について、基礎的 な部分を教師の指導、

練習 においては生徒が 自主的 に行 う形 を希望 して

いる。武道 の特性 を考え る と選択制授業 では、学

習段階 に応 じて一斉授業 と グループ学 習を併 用す

ることが効果 的であると考 える。

一 男
Cコ女

囲 男女

《武道を男女共習で実施する時の学習形態について》

50

40

30

20

io

0
ア イ ウ

ア、試合まで全て男女混合。

イ、試合や固あ技の練習 は男女別。

工

ウ、試合 ・技以外の基本動作にっいて男女混合。

エ、実技 は全て男女別。

オ、 その他。

オ

■ ■男

==コ女

團園 男女



《誰に評価 して もらいたいか》

60

ao

'10

【評価について】

《武道の評価のポイ ント》
80

so

訳40

so

0

ア

0
ア イ ウ

ア、先生 に評価 してほ しい。 ■甥
肛コ女

イ、自分で評価 したい(自 己評価)圃 男女

ウ、生徒同士でお互いに評価 したい(相 互評価)

エ、自己評価、相互評価を重視 し、最終的には

先生に評価 してほしい。

國1位

[=コ2位

團3位

イ ウ ェ オ カ キ ク ケ コ サ ン

ア、技能が 目標 に到達 したか どうか

イ、技能が どれだけ上達 したか

ウ、授業中 どれだけ一生 懸命 や っていたか
エ、 グル ープ内でどれだけ リー ダー シップが とれていたか

オ、仲間同志で教え合 うことがで きたか

カ、個人や グループの技能 に合 わせて、練 習内容 や練習方法の工夫

をす ることがで きたかど うか

キ、男女が協力 して授業 を進 め られたかど うか

ク、試合の結果 や発表 した作品 ので きばえ

ケ、鑑賞 してい るときの態度

コ、出席状 況

サ、学習 ノー ト等 の記録

シ、その他

評価にっいて多 くの生徒は、授業内で自己評価 ・相互評価を生か しながら最終的に教師が行 っ

てほしいと考えている。また、教師の評価の重点は、学習への積極的な取 り組み、技能の習得、

出席状況などをポイ ントとしている。これからの 「体育」における評価 は、一人一人の生徒が自

己の学習の成果、課題の達成状況や学習の仕方等にっいて、適切に自己理解を進 めなが ら、 自己

評価を中心 とする評価活動を行 っていく必要があると考える。

(5)意 識 及 び実 態調査 のまとめ

男女共 習で授 業を実施す ることにっいて、「男女間 で協力 が自然 にで き るよ うに な る」

「武道 は男子、 ダ ンスは女子 とい った固定概念 が取 り払 え る」 と い った意 義 を認 め る回答

が多か った。ま た教 師の60%が 、積極的 もしくはで きれば男女共 習を推進 したいと答 え て

い ることか ら、男女 共習を受 け入れ る素地 は教師、生徒 と もにあ ると考 え られ る。

しか し、武道を男女共習で学習す ることにつ いて は、体力、経験 の違 い等配 慮 を要 す る

点 が多 くあげ られて いる。

したが って、武道 の男女 共習を実施 してい くためには、指導 の内容 、方法 、特 に学 習形

態 、学習過程 の工夫 、改善 が必要 である。

以上 の調査結 果か ら本研 究で は、特 に男女共習 にお ける学習過程 や教 師のかかわ り方 に

着 目 し、研究 の仮説 を次 のよ うに設定 した。

仮 説

選択制授業 にお ける武道及 び ダンスの男女共 習を通 して、男女 の特性 や運動 の特性 を

生 か した学習過程 や学習 の段階 に応 じた教師のかかわ り方 を工夫 す ることによ って、生

徒一人一入 が主体 的に考 え判断 し、進んで学習す る能力 や態度 を培 うことがで きる。
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2研 究 の視 点(武 道)

生徒一 人一 人の よさや可能性を伸ばす選択 制授 業の実現 とい う観点 か ら、 これ まで あ ま り

取 り上 げ られて いない 「選択制授業 にお ける武道 の男女共 習」 を取 り上 げ た。 これか らの選

択 制授業 にお いて は、合理的 な運動実践の仕 方 にっ いて 自ら学 習 し、同一 の関心や意欲 を も

っ仲間 と互 いに協 力 しなが ら各々 の課題の解 決を 目指 す ことが求 め られ る。その前段階 と し

て、生徒 が 自 らの能力 ・適性、興味 ・関心 や欲求 に基 づいて運動領域 ・運動 種 目を選択 す る

ことは、運動 に対す る積極的 な参加 の第一歩 にっ なが る重 要 な前提 条件 と考え られる。 した

が って、 この武道の領域 にっ いて は、生徒が いか に武道 を身近 な もの に感 じ、意義 を見出 し、

男女 が ともに楽 しく学習 し、満足す る ことがで きるか、 という理 解 と認 識を生徒 に深 め させ

る ことが課題 となって くる。

この点 を踏 まえ、生徒 の個性を重視 し、生涯体育 ・スポーッの基礎 となる 「運動 に対 す る

自発 的 ・自主 的 な態度」 の育成を 目指す ことを視点 に、研究を進 めることに した。

〈選択制授業〉

生 徒

=自 分の興味・関心に応 じて運動領域・運動種目を選択する。一

興味 能力

関心 適性

欲求

自ら運動種 目を選択

(運動に対する積極的な参加の第一歩)

・身近に感 じる

・意義を認識する

・男女が共に楽 しく実践

・満足感 じを得 る

武 道

その他の種 目

(D『 男女共習 の とらえ方』

① 特 に男女 の どち らかが教 え るということには こだわ らず、種 目の理解 や技能 の習得 に応

じて互 いに援助 ・協力 しなが ら学 習を進 めてい く。

② 男女が組 み合 うことにっいて は、各 々が武道(柔 道)の 特性 を十分 に理解 した上で、 本

人の意思 を尊重 して行 うよ うにす る。

③ 体格 や体力 について は男女 それぞれに個人差 があ るので、個 々に応 じて配慮 して い く。

② 『種 目の理 解 と楽 しみ方』

① 生涯体育 ・ス ポー ッにっなげ るために、種 目の特性 を理解 し、技能 の違 いに関係 な くそ

の種 目の もっ魅力 に触 れ ることや運動 を楽 しむ力 を身 に付 け ることに重点 を置 く。

② 生徒か ら見 た武道 の特性 にっいて着 目 し、武道 が嫌 いにな る要因 の解決 を図 る。

③ 仲間 とともに協 力 して い くことや武道 の特性 に多 く触 れる ことで、武道 に対 す る深 い理

解 とその楽 しみ方 を発見 させ る。

(3>『 学 習過程 と学 習形態 につ いて の工夫』

① 対象 が第1学 年 とい うことか ら、生徒 の実態 に応 じた学習段階 を十分 に考慮 した指導 計

画を立案す る。

② 学習過程 にっいて は、「は じめ」 の学習 と して、種 目の特性 、 男女 の特性 、学 習経 験 ・
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技能 の習熟の違 いなどを踏 まえてオ リエ ンテー ションを重視 し、基本動作 及 び技能 の習得

に力 を入 れ る。

③ 「なか」 の学習 では、前半 は安全面を強 く意識 し、初歩的 な対 人技能 を学 習 しなが ら、

種 目の特性 に触 れ るとともに自分 たちで適切 に学習課題 を設定 で きることをね らいとす る。

後半 は、生徒 が さ らに深 く種 目の特性 に触れなが ら意欲 をよ り高 あてい くため に、 自分

に合 った得意技 を 自ら選択 して学習す る過程 を設 ける。

④ 学習形態 にっ いては、体格 ・体力 を配慮 した グループ編成 や学習 内容別 グループ編成 を

行 いなが ら、一斉授業 とグループ学習を学 習段 階に応 じて併用す る。

⑤ 互 いに教 え合 い学 び合 う学習 は、互 いの課題 を発見 した り、解決方法 を見 出す ことにっ

なが り、種 目の特性 をよ り深 く理解す るのに効果 的である。 さ らに、教 え合 い学 び合 う学

習 は、仲間 と触 れ合 いなが ら協力 して楽 しむ態度 も育成 され るので、 チェ ックカー ドや視

聴覚教 材 の使用 ・グループ ミーティ ングそ等 を有効 に活用 しなが らその機会 をで きるだ け

多 く設 定す る。

生徒の実態 種 目の特性 学習経験 ・習得技能 の違 い
男女 の特性 体格 ・体力 の違 い

は じめ 一 一「 一 斉 授 業]〈 ・… テー・・ン・基本技能〉

尋

な か

(中 間 ま とめ)

な か

↓

↓

一 斉 授 業+グ ル ー プ学 習 く投げ技と受け身・共通種目〉

↓

グル ー プ学 習1-(プ ラス ー斉授業)

1←(プ ラス ー斉授業)

ま とめ

ト*体 格 ・体 力 を配 慮

した グ ル ー プ編 成

一 グル〒プ学習 雛

警ナ身●　 >1-*識 鱗 癒)

1-一 斉授業+グ ループ学 習

(4)「 学習段階 に応 じた教 師の効果的 なかかわ り方』

① 初期 の段 階で は、生徒が、 より自発 的 ・自主的 に学習す るために、男女共習 の意義 、 柔

道 の特性 と具体的 な到達 目標、 自己評価 や相互評価 の活用 などにっ いて理解 させ、不 安 要

因を把握 し取 り除 く配慮をす る。

② 課題 解決の毅 階で は、単 にグル ープ ノー トを通 して ア ドバ イスす るだ けでな く、視 聴 覚

教材 を活 用 した学 習情報 の提供 や学習 の計画 ・場及 び方法の工夫等 、それ ぞれ の場面 に応

じた示範 や言葉 か けなど授業 の中で積極的 にグループにかかわ り支援 して い く。特 に直接

的 なア ドバイスにっ いて はよい点 を指摘 し、賞賛す る機 会を多 くす る。

(5)『 自己評価能力 を高 め、学習 の効果 をあげるための工 夫』

① 学習成果 、ね らいの達成状況 、学習課題、学習の仕方 な ど自分 の状 況を 自分で把握 し、

理 解 しなが ら学習 を進 めてい くために、個人 カー ド・技 のチェックポイン トカー ド・グルー

プ ノー ト・グループ ミーテ ィングなどを活用 し、生徒 によ る自己評価 ・相互評 価、教 師 に

よ る評価を毎時閤行 な うよ うにす る。
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3選 択 制授業 における男女共習 の柔道 の指導計画

(1)3年 間 の指導計画

ね ら い 学習指導の方針 学 習 内 容 指導の工夫 と教師のかかわり方

第

1

学

年

0柔 道の特性に触れ、楽 ○選択制授業の3年 間の見

通 しをもたせ、その導入

段階であることを理解さ

せる。

○柔道の楽 しさを十分体得

できるよう、学習過程や

施設 ・用具を工夫する。

○受け身は、安全性確保の

ため十分に指導する。

0学 習内容や習熟度に応 じ

て、教師主導の一斉授業

とグループ学習を併用 し

学習形態を工夫する。

○礼法

○基本的で単独ま
たは相互に協力
して行う受け身

○基本的な固め技

及び固め技を用
いた簡易な試合

○基本的な投げ技

及び簡易な試合

○安全に留意した

練習と簡易な試
合

○オリエンテーションを重視 し

しさを味わ うとともに

運動に対する関心、意

欲を高め、進んで学習

選択制授業のねらいを十分理

解 させる。

○安全性を高めるために、望 置

する技の種類や学習順序を十する能力と態度を身に
付ける。

○基本動作や基本的な対
分に検討する。

○必要に応 じて打ち込みマッ ト

などを活用 し、特に初心者 に人技能を習得 し、個々
の特性に応 じて習得 し

た技を用いて安全に配

慮 しながら、楽 しく簡

「受=痛 い 」 の イ メー ジ を 生

じさせない配慮をする。

○生徒の学習活動を援助するた

易試合を行 う。 めに 、掲 示物 、 プ リン ト、 副

読 本 、VTR、 チ ェ ッ クポ イ

ン トカ ー ドを活 用 す る。

○ 態 度 の 学 習 内 容 につ い て は 技

能 の学 習 内容 と関 連 させ る,

第

2

学

年

○互いの特性を生かしな

がら、計画的 ・効果的

○第1学 年で学習した内容

を発展させ、さらに多く

の技を学習させることに

よって、興味 ・関心をよ

り高めさせる。

○対人的技能の一層の向上

を図 り、個人の特性に応

じた得意技を身に付けさ

せる。

○個人やグループの習熟度

に応 じた学習計画が立案

できるよう配慮する。

○互いに助言 し合い、励ま

し合 うことの大切さを理

解できるよう工夫する。

○対人的技能 と関

連 させた受け身

○新 しく学習する

固め技の習得

○新 しく学習する

投げ技の習得

○投げ技及び投げ

技から固め技へ
の連絡変化

○得意技の習得

○習得 した固め技

及び投げ技によ

る試合

○伝統的な行動の

仕方及び相手を

尊重する態度

、

qグ ループ学習の効果を高める
た め に 、掲 示 物 、 プ リン ト、

副読 本 、VTR、 チ ェ ック ポ

イ ン トカー ドを活 用 させ る。

○ 生徒 個 人 が 自己 の 特性 につ い

に学習活動を進める能
力と態度を身に付ける

0対 人的技能を習熟させ

るとともに、得意技の

習得を目指 し、それを一
応 用 しな が ら、 楽 し く

て理解できるよう、助言を行

う。

○各グループの課題や特性に応

安全で活発な試合を行 じた学習計画立案のための指

う 。 導を十分行 う。一

〇安全 ・協力等の態度面の指導

を技術の学習内容と関連させ

て行う。

第

3

学

年

○進んで学習する能力と

態度を+分 に生か し、

より主体的な学習活動

○第2学 年までの達成度に

応 じて、生徒に年間の学

習計画の立案やグループ

編成を行わせる。

OVTRを 積極的に活用さ

せ、試合や練習時におけ

る自己の技能分析ができ

るようにする。

○得意技の習熟と数を増や

す。
○試合結果 を分析させ、そ

の後の学習計画に活用さ

せる。

○生涯体育に結びっくよう

主体的な学習活動を展開

させる。

○対人的技能と関

連させた受け身
の習熟

○状況に応じた固

め技の習熟

○状況に応じた投

げ技の習熟
○得意技の習熟

○得意技に関連し
た連絡変化

○公式な試合審判

規定に準じた試
合と公正な態度
での審判

O練 習や試合をVTRに 撮 り、

互いの動きを研究させる。

を実践する。

○試合結果を互いに分析

0試 合のチェックシー トを作成

し、VTRと 合わせて分析の一

・研究す ることによっ

て、それぞれの技をさ

らに磨き、楽しく積極

資料にす る。

○研究方法についての指導を行

い結果について理解させる。

○試合審判規定と審判法にっい

的な試合を展開する。

Oi建 鯉 …を身に付け、互

いに協力 して試合を行

う。

て指導す るρ
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(2)1学 年 における指導計画

① 柔道 の特性

ア ー般 的特性

我 が国固有 の文化 と して伝統 的な行動 の仕方が重 視 され る運動 であ る。素手 で相手 と直

接組 み合 って投 げる、抑 え るな どの技 によって攻 防を競 い合 うところに楽 しさや喜 びを味

わ うことがで き、 また、公正 さ、相手を尊重す る態度や協力 す る態度 が必要 とされ、礼 法

が重視 されてい る。

イ 生徒 か らみた特性

自分 の体格 や体力 に応 じて、相手 の動 きを利用 しなが ら、相手 を投 げて一本を とった り、

一定時 間抑 え込 む ことによって楽 しさや喜 びを味わ うことがで きる。'

② 学習 のね らい

ア 互 いの学 習経験 や男女の特性を踏 まえなが ら、基本動作や対 人的技能の向上 と練習 の仕

方 を工 夫 し、互 いに協力 しなが ら自主 的 ・計画的 に学習活動を実践す る能力 と態度を養 う。

イ 柔道 の特性 を理解 し、個人 やグループの能力 や適性 に応 じた学習活動を行 うことによ り、

楽 しさや喜 びを味 わ うことが できるようにす る。

ウ 柔道 の伝統的 な考 え方を理解 し、規則 や礼法 を遵守 ・尊重す る ことによ って、公正 な態

度 で安全 に留意 しなが ら練習 や試合がで きるよ うにす る。

工 学習へ の取 り組 みや段階 に応 じた課題 の設定等 に対 し、適切 な自己評価 ・相互 評価 が で

きる能力 と態度 を養 う。

③ 学習指導 の方針

ア 柔道 の特性を十分理解 させ 、基本動作 や対人的技能 の習熟及 び柔道 への興 味 ・関心 ・意

欲 が高 め られるよ うに教 師が効果的 にかかわ るよう工 夫す る。

イ 対象学年 が第1学 年 であ ることか ら、教師主導型 の一斉授業 によ って受 け身を中心 と し

た導入 を行 い、生 徒の習熟度 に応 じて グループ学習 による主体 的な学 習活動 へ と移行 す る

よ う単元計 画を立 案 し、学 習過程 を工夫す る。

ウ 生徒 の学 習状 況 に応 じて一 斉学 習や グループ学習を併用 した学 習形態を工夫す る。

エVTRや プ リン ト、掲示物、 また グループノー ト・個人 カー ド・チ ェ ックポイ ン トカ ー

ドを有効 に活用 させ 、学習活動が合理 的、効果的 に進 め られるよ うにす る。

オ 生徒が個 々の実態 に応 じた課題を設定 した り、学習内容 を十分反省 で きるよ うに、 自 己

評 価 ・相互評価が で きる機会を設定す る。

④ 単 元計画

本 研究で は、3年 間を見通 した選択制 の男女共習 の柔道 の指導計画を作成 し、それに基 づ

き、そ の導入段階 であ る1年 次 の具体的な単 元計画 を作成 した。対象 は柔道 の未経験 者 が多

い第1学 年男女79名 とし、30時 間 を配当 した。学習段階 としては、「は じめ」(オ リエ ンテ ー

ション、基本技能 の習得)、 「なか」、「まとめ」 とい う構成 に し、未経験 の生徒 に も十 分学 習

活動が進 め られ るよ う工夫 した。
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4選 択制授業における男女共習の柔道の単元計画

段 時 学習

階 間 ね ら い 学 習 活 動 形態 評 価 指導上の留意点 と教師のかかわ り方

オ 選択制授業を男女共 ①選択制授業における男女共習 ☆選択制授業にお ける男女共習 ★3年 間の選択制授業 の概要を十分に説明

リ 習で行 うための導入 の意義の理解 の意義が理解で きたか。 す る。

工 段階 として男女 共習 ②最終到達目標を踏まえた年間 ☆最終到達 目標を踏まえた年間 ★学年 ・学期 ごとのねらい を説明す る。

ン の意義と学習の進め 計画の理解 計画が理解できたか。 ★学習資料を見せなが ら説明する。

i テ 方 を理解する ととも ③毎時の授業の進め方の理解 一斉 ☆学習の進め方が理解できたか ★学習段階を十分に理解 させ る。

は i に、は じめに教 師主 ④柔道の基本的な事柄にっいて ☆柔道の基本的な事柄にっいて ★特に礼法や帯の締め方は実践しながら指

シ 導型の一斉授業で基 の理解(特 性、服装、礼法、 理解できたか。 導す る。

ヨ 本的技能を身に付け 技能の内容な ど)

じ ン ることを理解 する。

今後の学習活動が主体的 ①受け身の習得 ☆投げ技の習得に応 じられる十 ★示範によって受け身の重要性を十分理解

め に進め られ るように、一 (後 ろ ・横 ・前 ・前 回 り) 分 な受け身が習得 できたか。 させ る。

斉授業により、基本動作 ②攻防を含めた基本的な固め技 ☆攻防を含めた基本的な固め技 ★固め技はなるべく多 くの生徒 と組み合 い

7 や対人的技能 を習得 し、 の習得 一斉 が習得できたか。 ながら指導する。

安全に留意して学習が進 (け さ固め ・くずれ けさ固め (体) ★固め技 の簡易試合 を行 うことによって、

められるよ うにす る。 ・肩 固 め ・横 四 方 固 め ・上 興味 ・関心を高める。

四方固め) ★体格 ・体力がなるべ く同等になるような

相手と組む よう配慮す る。

達成状況を確認する。 ①学習内容の達成にっいての 自
一斉 ☆投げ技の練習に応 じられ る十 ★教師や経験のある生徒がテス ト内容を実

i 己評価及び相互評価 分な受 け身が習得できたか。 演 し、評価のポイン トを明確にす る。

3年間の自主的な学習活 ①学習資料等の効果的活用の仕 一斉 ☆学習資料や個人カー ド・グル ★年間の単元計画 を示 しなが ら、最終到達

動の導入として積極的な 方の理解 一プ ノー トの活用の仕方が理 目標が達成できるような学習計画の立案
写

活動を心掛けるとともに ②個人カー ドとグループ ノー ト 及び 解できたか。 が必要なことを理解 させ る。

i 年間計画に応 じて、個人 の活用方法についての理解 ☆グループ学習の仕方が理解で ★個人カー ドとグループノー トAを 配布 し

及びグループの実態 に応 ③学習計画の作成の仕方の理解 グル きたか。 具体例 をあげて活用の仕方を説明する。

じた学習計画を考える。 ④ グルー プ編成
一 プ ☆学習計画の作成の仕方が理解 ★グループはクラスごとに男女混合 とし、

⑤学習の進め方の理解 (体) できたか。また、実態に応 じ 体格や体力を考 え、また互いに援助 ・協

⑥学習計画の作成 た計画が立て られたか。 力が しやすいよ う配慮する。

①選択制授業 ・男女共習 ①毎時の学習計画の作成 ☆課題 の達成にふ さわしい適切 ★毎時 のリーダー(計 画作成者)と 十分な

の学習方法に慣れ、個人 各 グル ープ共通… くず し、
一斉 な学習計画が作成 できたか。 打ち合わせをして学習計画を作成させる

な や グループの毎時の学習 体 さばき ・ひ ざ車 ・ , ☆ グループごとに計画 どお りの ★グルー プ学習に加 わ り、実技指導や助言

謡動を計画実践す る。 大腰 ・大外刈 り 及び 活動ができたか。 を適 宜行 う。(リ ーダーには特 に援助す

7 ②基本的な3つ の投げ技 ②学習計画に基づく自主的な活 ☆男女が互いに援助 ・協力 して る)

とその受け身 を習得 し、 動(グ ループ学習は20分) グル 学習が進められたか。 ★チェ ックポイ ン トカー ドを利 用 して、互

次の学習に備 える。 ③ グループ ミーテ ィングの実施 一 プ ☆安全に留意 しなが ら活動でき いに取と受の動きをチェック させ る。

④個人及びグループ ごとの反省 (体) た か。 ★学習が進み にくい生徒 は個別指導す る。
・評 価 ☆自己評価 ・相互評価が適切に ★生徒の習得 の状況に応 じて グルー プ学習

行われたか。 と一斉授業 の切 り替えを行 う。

課題の達成状況の確 ① チェックポイ ン トカー ドを用 グル ☆前時までに学習した基本的技 ★個々の体力 ・体格の違いな どを考慮 して

か 中 認と学習活動の評価 いての グルー プごとの自己評 一 プ 能や対人的技能が身に付いて 評価 しているか を確認 する。

i を行い、今後の学習 価及び相互評価 (体) い るか。 ★結果についての講評を行い、今後の学習

間 の進め方や学習計画 ②今後の学習の進め方 及び ☆今後のグループ学習の進 め方 の進め方にっいて助言する。

の検討を行 う。 一斉 の検討が適切に行われたか。
冒 冒 冒冒 ま

個 々の特性に応 じて ①次に学習する技とその特徴の 一斉 ☆今後の学習のね らいが十分に ★VTRや プ リン トを用意 し、新 しい技の

と 次時から学習する技 理解 及び 理解できたか。 特徴 を理解 させ るとともに、技の選択に

i の系統を選択 し、そ ② グルー プの再編成(系 統別) グル ☆今後学習する技の特性や特徴 必要 な知識を十分 に説明す る。

め の系統 ごとにグルー ③グルー プミーティングによる 一 プ が十分に理解できたか。 ★生徒 には副読本 を用意 させ る。

プを再編成する。 今後の学習活動の確認 (選 〉 ☆ねらいに沿 ったグループが編 ★ね らいに沿ったグループがバ ランスよく

成されたか。 編成 され るよう助言す る。

個々の特性に応じて選択 ①毎時の学習計画の作成 ☆計画通り学習が進められたか ★前回のグループノー トの形式を発展 させ

した技を習得する ととも 1班 …背負い投げ、送 り足払 ☆ リーダー(計 画作成者)を 中 たグループ ノー トBを 配布 する。

に、よ り主体的なグル ー い、払い腰 心に積極的に活動できたか。 ★ グループ学習に加 わり、実技指導や助言

プ学習が進められるよう 2班 …背負い投げ、体落 し、 グル ☆男女が互いに援助 ・協力 して を適宜行い、一層主体的に活動できるよ

8 工夫 し、運動 を楽 しむご 大内刈 り、小 内刈 り 一 プ 学習が進められたか。 う援助す る。

とを意識 させなが ら,互 ②学習計画に基づく自主的な活 (選) ☆安全に留意しながら活動でき ★安全に留意して学習活動が進められるよ

いに援助 ・協力 して学習 動(グ ループ学習は45分) た か。 うに配慮す るO

を実践する。 ③ グループ ミーテ ィングの実施 ☆ 自己評価 ・相互評価が適切に ★本時の反省 ・評価を十分に行わせ 、次時

④個人及びグループご との反省 行われたか。 の活動計画の検討をさせ る。
・評 価

ま 単元のま とめと して、活 ① グループごとの課題達成にっ 一斉 ☆柔道の楽 しさや喜びが味わえ ★次年度での学習活動に生かせ るよ うな反

動の成果を発表 し、次年 いての 自己評価 ・相互評価 及び たか。 省や評価 をす るよう意識 させ る。

と 3 度へのステ ップとして主 ②簡易試合 グル ☆主体的に学習する態度が身に ★簡易試合のね らい とルール を十分に説明

体的に学習する態度を確 ③個 人 カ ー ド ・グル ー プ ノー ト
一 プ 付いたか。 し、安全に配慮 して試合がで きるよ うに

め 認す る。 の整理 (選) ☆男女が互いに援助 ・協力 して す る。

④感想文の提 出(後 日) 学習が進 められ たか。

(注)学 習形態 一斉…教師主導の一斉授業,一 斉(体)… 教師主導の一斉授業(体 力や体格 を配慮),

したグループ編成),グ ループ(選)… グループ学習(選 択技別のグループ編成)

グループ(体)… グループ学習(体 力や体格を配慮
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5柔 道 の指導事 例(実 証授業)

単元名 柔 道 配 当 時 間30時 間中i5時 間 学 年 第1学 年5,6組 男子16名 女子10名 計26名

O投 げわざ(大 外刈 り)お よび安全な受 け身を習得 し、柔道についての知識や理解 を深める。

本時のOグ ループミーティングを取り入れながら、 グループ学習の進め方を理解する とともに、 グループ学習の基礎 を作 る。

Oわ ざのチェックポイ ン トを理解 し、お互いにア ドバイスしながら学習活動ができるよ うにする。
ねらいOグ ループ学習を通 して、合理的なわざを身につけるために練習方法を工夫する。

O男 女が積極的に協力 して、安全に留意しながら、 自発的 ・自主的に括動できるようにす る。

施設 柔道場 打ち込みマ ッ ト

用具 学習資料(配 布 した プ リン ト、副教材 など)グ ループノー ト 倒人カー ド 掲示用模造紙(大 外刈 りのポイ ン トを書いた もの)VTR

段 時 形態 学 習 内 容 学 習 活 動 ・ 指導上の留意点と教師の関わりかた 評 価 活 動

階 間

・集 合 ・前時の学習を振 り返 り、本時の学習に生か ●○前時の反省及び本時の学
・挨 拶 せるよう助言する。 容が理解できたか

導 5 一 ・出欠点呼 ・グループ学習は リー ダーを中心に安全面 に

・本時の説明 ・本時の学習内容を確認 し、 グル 留意 しなが ら、互いに援助 ・協力 して進め

入 分 斉 一プ内で協力 して学習に取 り組 ることが重要であることを理解 させる。

むことを理解する。 ・グループ ミーティングで本時の学習活動 を ●○グループ ミーテ ィングの

徹底 させるよう指導する。 重要性が理解できたか

・準備運動 ・準備運動 をス トレッチを含め、 ・初めてのグループ学習なので、準備運動等 ○準備運動や補強運動がしっ
・補強運動 各関節 を入念に行 う。 は 一斉 に行 う。 かりで きたか。

is 一 ・受 け身の練習 ・寝わざと組み合わせた補強運動 ・準備運動や補強運動は柔道の特性を生 か し ●○準備運動の基礎的な考え
・前時の復習 を 行 う。 たものを取 り入れ、今後 自主的に行えるよ 方がわか ったか

うにす る。 ●○補強運動の種類や方法が
分 斉 ・2人 組 で後 ろ受け身を中心に行 ・受け身にっいて も本時の学習内容を考 えな わかったか

う 。 が ら,2人 組で行 う等、興味を持ってでき ○受け身が十分に練習できた
展 るものを工夫する。 か

・大外刈 りの基本を復習す る。 ・ポイン トを整理 しなが ら復習す る。 ●Oポ イ ン トが思い出せたか

・グル ー プ ・本時の リーダーが グループ員に ・事前に各グループの リーダーと打ち合わせ 0本 時のねらいや学習活動は

ミーティング 本時のね らいと学習内容 ・進め を行い、学習計画の作成 と進 め方を十分指 理解できたか

学習計画の確認 方を徹底す る。 導 してお く。 ●各グルー プで工夫した学習
・グループ学習の今後 の発展に向けて、各 グ 計画が立 てられているか
ループで計画や練習方法を工夫す るよ うに

指導す る。

グ ・グループ ミーティングの 目的が果た され る

よう適宜助言する。

ノレ

・ 「大外刈 り」の習得 ・グルー プごとに リーダーが中心 ・各グループの様子を常に観 察 しなが ら、実 ● 自主的 ・自発的に活動が行

za [ になって学習活動を進 める。 技指導や助言 を行 う。 'われてい るか

<例>1班 ・グループ内での観察 ・助言 ・援助を工夫 さ ●◎グループ内での観察 ・助

プ 1,か か り練習①5分 る(チ ェ ックポイン トカー ドの利用等) 言 ・援助が見 られ るか
5本 ずっ取りと受けを交代

2,か か り練習②5分 ・うまくできない生徒がいるときには次 のよ ●0基 本的なポイントが理解
10本ずつ取 りと受けが交代 うなア ドバイスを し、グルー プ内で協力 し できてい るか

開 10本 目で投げる) ながら練習を工夫させ る。 ◎ うまくできない仲間はいな

3,約束練習io分 @配 布 され たプ リン トを活用 させる。 いか

分 体 3本 ずっ取 りと受けを交代 @柔 道場の掲示を活用 させ る。 ●◎ うま くできない原因がわ

@注 意するポイン ト(く ず し、体 さばき、 かってい るか

格 <例>2班 受 け身等)を 具体的にチェックさせ る。 ●O習 得に向けて練習に工夫
1,イ メー ジ トレー ニ ン グ5分 @打 ち込みマ ッ トを利用 させ る。 がみ られ るか

別 ・VTRを 繰 り返 し見る @VTRや 模範演技 を見 させ る。
・わざのポイン トを確認す る

2,か か り練習5分 ・男女が積極的援助 ・鰺力 しあえるよ う配慮 ●○男女が互いに援助 ・協力
10本ずっ取りと受けが交代 す る。 して学習できたか

10本 目で投げる) ・安全 に留意 しながら活動す るす ることの重 ●○けが等はなか ったか
・3人 組で1人 がチ ェック 要性 を強調す る。

3,約 束練習10分 ・生徒の状況 に応 じて、必要と判断 した時 に

3本 ずつ取りと受けを交代 授業に切 り替える。

5 グ ・個人カー ドの記入 と ・個 人カー ドの項 目に沿って、 自 ・評価が円滑に行えるよう助言す る
。 ◎○大外刈りと受け身は十分

ノレ 回収 己評価 ・相互評価を行 い、 グル ・今後の学習活動のための評価であることを に習得することができたか

分 i 一 プごとに回収す る。 理解 させる。 ◎0学 習への参加の姿勢等は
プ ・学習活動の反省 ・グルー プ内で意見交換を行 う。 どうであったか

●評価活動が円滑に行われて

いるか

・整理運動 ・使 用 した部位を中心に行 う。

整 5 一 ・本時のまとめ と次時 ・今後の学習活動のためにグルー ・グループ学習の意義を再確認 させる。 ●O大 外刈 りのわざのポイン

の予告 プ ノー トを十分活用することと ・ 「大外刈 り」のポイン トを整理 させる。 トが理解できたか

理 分 斉 ・挨 拶 次時の リーダーに適切な申し送 ・本時の評価及び反省 を行い、今後の学習計 ●本時のね らいが達成され た
・解 敵 りをす ることを理解する。 画の作成や学習活動に生かすよう指導する か

(○自己評価 ◎相互評価 ●教師評価)
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6武 道(柔 道)の 指導結 果 と考察

仮説 を検討 す るため、実証授 業の後 に、授業 を受 けた生徒 を対象 に した 「武道 にっ いて の

ア ンケー ト」を実施 した。 その調査結 果 と考察 は以下 の通 りである。

(1)武 道 にっいての ア ンケー ト

(対 象:都 立高等学校1校 第1学 年男子14名 女子10名 計24名)

① 「相 手を投 げた り抑 え込 んだ りす ることは楽 しか った」 と答え た生徒 は22名(92%)お

り 「上手 に投 げ られ るよ うになった」「受 け身 をきちん とで き るよ うに な った」 と答 え た

生徒 も18名(75%)い た。 また 「2年 次以降 も柔道を してみたい」 と答え た生徒 が特 に女

子 に多 い(8名 中6名 女子)こ となどか ら、今回の授業を通 じて 「柔道」 の楽 しさが何 ら

かの形 で味 わえた と考 える。

② 男女共 習 の授業形態 については 「照 れや恥ずか しさはなか った」 「男女 は分 け な くて も

柔道 はで きる」 と答 えた生徒 が23名(96%)お り、我 々教師が想像 して いたほ ど生 徒 が男

女 共習 に違和感 を感 じていない ことがわか る。また男女共習が 「楽 しか った」 「互 いに援

助 ・協力で きた」 と答 えて いる生徒 が20名(83%)お り、男女共習 の効果 が表 れ た。

③ 「初心者 ばか りだ ったので、1学 期 に先生か ら基 本的 なことを教えて もらって よか った」

と答え た生徒 は23名(96%)お り、今回の柔道 に関 して は基本動作 ・技 能の習得 を教 師主

導 で1学 期 に行 ったことが生徒 にとって は、その後 の グループ学 習を行 う上で も大変 有 効

で あ った。ま た 「一 斉学 習後 にグループ学習の形態 で授業 を実施 したので、 自分 たちで適

切 に学習課題 を設 定で きた」 と全員が答えて いることか ら個人 の能力や習熟度を理解 す る

ために も初期 の段階での一斉指導 は必要で ある。

④ 「自分 たちで計画 を立 て ることによ って楽 しく意欲的 に学習 す る こ とが で きた」 あ るい

は 「グルー プ学 習 において は、互 いに援助 ・協力 しなが ら活動 で きるので一斉授業 よ り も

学習意欲 が高 ま った」 と23名(96%)の 生徒が答えて いる。 この ことか ら、授業 への取 り

組 み方 や各 自の課題 を明確 に して意欲的 に学習 して い く生徒の姿勢 が うかがえ る。

⑤ 「VTR・ チ ェ ックポイ ン トカー ド・道場 の掲示等 は技 の習得 に役立 った。」 という問 い

に は全員 が 「そ う思 った」 あ るいは 「まあまあそ う思 った」 と答え てい る。従来 の教 師 の

説 明 ・示範だ けでな く、「視覚」 に訴 え る学 習資料 が有効 であ り、学 習計 画 の立 案 に参 考

にな って いる。

⑥ 「自己評価 ・相互評 価す ることによって、 自分 の学 習活動 を振 り返 るこ とが で きる と と

もに、生徒 同士 で互 いに教 え合 うことがで きた。」 と答えた生徒 も23名(96%)い た 。 こ

れ は 「自己の技能 の習熟度 や課題 を明確 に した り、 あるいは他 の生徒 の技能 を分析 し、適

切 なア ドバ イスをす る上 で 「教 師によ る評価」 だけではな く、生徒 自身 の 「評価活動」が、

いか に重要で あ ることを生徒 自身 が感 じ取 り、理解 した結果 と考え られ る。

⑦ 柔道を選択 した感想 にっ いて は、「技 や受身を習得 で きた」 と答 えて い る生 徒 も多 くい

たが、 また一方 で は 「楽 しか った」「柔道を テ レビで観 るのが楽 しくな った」「協 力 し合 う

ことが で きた」「グループ学習がで きた」 といった ような、今回 の 「選択 制 授 業 にお け る

男女共習」 な らで はの内容 が多か った。

⑧ 教師 の指導 や ア ドバイスにつ いて は特 に女子 にっ いては 「手本を見せ て もらった こ と」
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「先生 と組 んで もらうとわか りやす い」 とい う声が多 か った。 この こ とか ら、 生徒 同士 で

は十分 に教 え合え ない部分 に教 師がかかわ った ことが生徒 の技能 の習得 に効果が あった と

考 え られ る。

7ま とめと今後 の課 題

(1)ま とめ

本研究 において武道班 は選択制授業 にお ける武道(柔 道)の 男女共習 を通 して、研究 を 進

めて きた結果、次 の ことが明 らか にな った。

① 柔道 の特性を理解 した り、生徒 自身が主体 的に学習計画 を立て るたあに も、初期 の段 階

の基 本動作の習得(受 け身 ・投 げ技)で は教 師主導 の授業形態を中心 に行 う必要 があ る。

この学 習が技 や動作 の熟練を 目指 した グループ学習へ と円滑 に移行 して い く際 に大変 効果

があ った。

② 男女共 習の形 態を1年 次か ら取 り入 れ ることは、男女が 自然 に体育 の授業 に参加す る環

境 をっ くることがで き、従来懸念 されていたよ うな男女の体力の違 いや照れや恥ずか しさ

などの問題 も教 師 ・生徒 ともにあま り感 じる ことな く授 業がで きた。

③ 男女共 習の柔道 で特 にグループ内の相互評価 によって、互 いに動作 を チェ ック した り教

え合 う姿勢 が身 に付 いて くると同時に、男女別や教師主 導型 の授業 で は具体 的 に認識 で き

なか った 自己の よさを引 き出す ことができた。

④ 生徒 自身が 自己の能力や適性 に応 じた投 げ技を選択 す る学 習 にお いて は、 「技 を一通 り

学習 す る」柔道 の授業 に比 べて生徒 は意欲的 に取 り組 んで いた。 これ は生徒 の柔道 に対 す

る興味 ・関心 を深 め、主体 的に学習す る態度を培 うことに効果 があ った。

⑤ 学習計画 を立 てた り、 グループ学習を進 めて い く中で実技 のポイ ン トを生徒 同士 が うま

く教 え合 えなか った場合 の教 師による示範 ・VTR・ チ ェックポイ ン トカー ドの活 用 が大

変有効 で、生徒主体 の学習活動 に効果的 にかかわ ることがで きた。

② 今後 の課題

① 主体的 に学習す る態度 を培 うための学 習過程 の工夫 を一層図 る必要 があ る。

② 視聴覚機材等 の学習教材 を開発す る必要 があ る。

③ 各学校 の実態 に即 した武道 の指導計画を作成 す る必要 があ る。
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8実 態調査(ダ ンス班)意 識 ・実態調査 とその考察

(1)
(2)i羅 霧 聚 暴竪禽奪箪

逞嚇 皇轡 年151182都 立 高 等 学 女 子 生 徒
1年185名

(3)調 査 内容 ∫贅 要典
習 の 意 義 、 課題

・男 女共 習 で の 配 慮 事項
・学 習形 態
・評 価 の観 点

『生 徒 ・教師 の意識 と実態』

図A.ダ ンスを学 習す ることにつ いての生徒の意識
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ア。 これまで経験 した ことのない種目が経験で きる
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ウ.将 来 ダ ンスをするための経験となる
エ.創 造力が養 われる

オ.リ ズム感 がよ くなる

カ.そ の他

一

図B.ダ ンスを男女共習で実施することにっいて教

師が意義として思 うこと。
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「リズム感 が良 くなる」 が一 番多 く、全

体 の29%で あ った。 また 、「経験 した こ と

がな い種 目が経験 で きる」 も多 か った。

「将来 ダ ンスをす るため の経験 とな る」 と

考えて いる生徒 は少 なか った。

↓

ア.男 女の特性を理解することにより、協力性や思いやりが育成される
イ.男 女の特性を生か して生徒同士が指導 ・援助することができる
ウ.男 女の学習経験を生かして生徒同士が指導 ・援助することができる
エ.選 択できる種目の幅が広がることにより、授業に楽しく意欲的に参加

することができる
オ.生 涯スポーッへ発展 しやすくする
カ.照 れ、恥ずかしさを取 り除くことができる
キ.武 道は男子、ダンスは女子という固定観念を取り払うことができる
ク.そ の他

図C.生 徒 が 男 女 一 緒 に ダ ン ス を 学 習 す る 時 に 気 に

な る こ と 。

教師は 「武道は男子、ダンスは女子」と
いう固定概念があると考えられるが、生徒

はダンスにっいて特別な領域 と考えていな
い。そのことか ら、教師の意識が変わるこ

とによって男女共習が可能と考える。

↑

圖

「固定概念を取 り払 うことができる」 ・

「選択種 目が広がることによ り、意欲的に

授業に参加できるようになる」と考えてい

る教師が多い。また、男女の特性を理解す

ることにより、協力性や思いや りが育成さ

れる、という回答が多かった。

一

ア,学 習経験に違 いが ある

イ,体 力に違いがあ る

ウ.男 女間の照れ ・恥ずか しさがっ きまとう

エ.男 女間の身体接触が気 になる

オ.学 習内容、学習形態な ど授業 のやり方、進 め方が よくわか らな い

カ。 評価

キ.そ の他

図D.教 師がダンスを男女共習で実施す る上で課題

となると思 うこと。

A.男 子生徒 のダ ンス経験 が少ない とい うこ

とや体力の違 いによる指導 の困難さがあ る

ア イ

男9317

女1715
B.男 女間の照れ、恥ずか しさによる指導 の

困難 さがあ る
ア イ ア.は い

男女共習のダンスで最 も気になることは

「男女間の照 れや恥ずか しさ」 で全体 の
45%で あった。

1
生徒 ・教師ともに、男女間での 「照れや

恥ずか しさ」を課題 と感 じていることから、

導入段階では照れや恥ずか しさを取 り除 く
工夫が大切である。

/
→

→

男女共習のダンスを実施す る上での課題
として、男女間での 「照れや恥ずか しさ」

による指導の困難さや男子生徒のダンスの

経験が少ないことがあげられている。
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量

『生徒 ・教師の意識と実態』 『結果 と考察』

図E①(生 徒)・ 図E②(教 師)は 男女共習でのダンスの

授業ではどのような学習形態が良いと考えているか。

EO

EO

圖 一一

男子は 「全ての学習を男女一緒に行 う」
と回答 した生徒が多 く、女子 は 「男女別が

よい」と回答 した生徒が多かった。

1
圖

ア.基 礎的な部分 は男女共 に、発展 した ら男女別に行 う

イ.基 礎的な部分 は男女別 に、発展 した ら男女共に行 う

ウ.す べて男女共 に行 う
エ。すべて男女別 に行 う

オ.ジ ャンル別 に男女関係 な く行 う

カ.そ の他

図F。 生徒は男女共習でのダンスの授業ではどの
ような授業の進め方が良いと考えているか。

圖

基礎は教師の指導を中心に、練習に関 し
ては生徒が自主的に行いたいという回答が

多かった。

↓
女子は男子より 「照れや恥ずか しさ」が

強く、男女共習で行 う上では、特に配慮が

必要 と考える。また、授業等で教師がどの

ようにかかわっていくかという工夫が必要

である。

↑

ア.生 徒同士で計画を立てて実践していくような授業
イ.教 師の指導を中心に進めていく授業
ウ。基礎的な技能は教師の指導を中心に、練習に関 しては生徒が自主

的にできるような授業
工。その他

学 習形態 にっいて は、「男女一緒 に行 う」

が多 く全体 の44%で あ った。

図G。 生徒 はどのような点を評価 して欲 しいと考えて
いるか。

図H.教 師がダンスを男女共習で実施する場合に評価
のポイントとして重視する項 目

G

H

/

評価 して欲 しい項 目は、「授業中どれだ

け一生懸命やったか」が多 く、評価方法に
っいては 「自己評価 ・相互評価を重視 し、

最終的には教師に評価 して欲 しい」 という

回答が多かった。

ア.技 能が目標 に到達 したか どうか

イ.技 能がどれだけ上達 したか

ウ.授 業中どれだけ一生懸命や っていたか

エ.グ ループ内でどれだけ リーダー シップが とれていたか

オ.仲 間同志 で教え合 うことがで きたか

カ.個 人や グループの技能 に合わせて、練習内容や練 習方法 の

工 夫をする ことがで きて いたか どうか

キ.男 女が協力 して授業を進め られたか どうか

ク.試 合の結 果や発表 した作品ので きばえ

ケ.鑑 賞 してい るときの態度

コ.出 席状 況

サ.学 習ノー ト等の記録

シ.そ の他

1
評価にっいては、多 くの生徒が自己評価 ・

相互評価を生か しながら、最終的には教師
が行 って欲 しいと考えている。生涯体育 。
スポーツを目指す観点からは、自己評価を

中心 とす る学習評価活動が重要であ り、教

師だけではなく、生徒の意識改革 も必要で

あると考える

f

評価において重視す る項 目として、「授

業中どれだけ一生懸命やったか」 ・ 「練習
の内容や練習方法を工夫す ることができた

か」 という点を上げている。
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9研 究の視点(ダ ンス)

学 習指導要領 の改訂 や、近年 の ダンス ブームの中 にあって も、高等学校 の授業 におけ る ダ

ンスは 「女子 の領域」 と して とらえ られ ることが多 く、選択制 授業や男女共 習 には不 向 きな

領域 と して考 え られて きた。 しか し、 これか らの選択制授業 にお いて は、個性重視 の考 え方

に立 ち、生徒 自 らが 自分 の興 味 ・関心 や能力 ・適性等 に応 じた運動 領域 ・運動種 目を選択 し、

合理的 な運動実践 の方法 や 目標 の設定 、課題解決 の方法等を学 習す ることが求 め られ る。

選択制授業 にお けるダ ンスの男女共 習において は、男女の特性を生か しなが らダンス の特

性 で ある 「踊 る楽 しさ」・「創 る喜 び」・「見 る楽 しみ」を理解 させ、仲間 と協力 して課題 の解

決を図 る こと及 び教 え合 いや学 び合 いを通 して個 々の能力を高 め ることが、 目標 とな る。

この点を踏 まえた うえで、男女 が ともに楽 しく実践 し、生涯 体育 ・スポーッの基礎 とな る

自発的 ・自主 的な態度 の育成 を 目指す ことを視点 に研究を進 あ ることに した。

(1)男 女共習 の考 え方

他 の運動種 目の ように体力や体格 の違 いに不安 を感 じる ことは少 ないが、照 れや恥 ず か

しさを感 じる生 徒が多 いことか ら、初期 の段階 で この部分を取 り除 くことが大切 であ る。

そ こで、導入段 階で は男女 の経験差 の少ない ダンス(フ ォークダ ンス等)や 生徒 の興 味 ・

関心 の高 い現代 的音 楽の リズムにの って楽 しく踊 る ダンスを取 り入 れ、 さ らに発展 的段 階

では力強 さや ス ピー ド感 ・しなやか さや優 しさなどの男女 の特性 を理解 させ 、男女 が互 い

の特性 を生 か し援助 ・協力 しなが ら学 習す る場 を設定す る。

(2)学 習過程 の工夫

① 「は じめJの 段階 では 「ダンスの楽 しさを知 る」 ことに重 点 を お き、VTR等 で 多様

な ダンスを紹 介 し、興味 ・関心 ・意欲を高 め、同 じ仲 間 とともに協力 して 自らが計 画 ・

実践す ることを理 解 させ るため、オ リエ ンテー シ ョンを充実 させ る。また、 この段階 で

は一斉授業 で決あ られ たダ ンスを踊 った り、 ダンスを模倣す ることで踊 る楽 しさを味 わ

わせ なが ら、男女共 習 による照れや恥ずか しさを取 り除 き、お互 いの特性 を理 解で きる

よ うにす る。

② 「なか」 の段階 では 「ダンスを創 る喜 びを知 る」 ことに重点 を お き、 グル ープで の学

習 を主体 に、現在 もって いる力を最大限発揮 で きるよ う課題 を与 えなが ら、基本的 な動

きに創意工 夫を行 い作品創 りがで きるようにす る。 さらに次 の段階 では、興 味 ・関心 な

どに応 じた ダ ンスの選択 とグループ編成 を行 い、 グループでの作品創 りを通 して 自 らが

学習計 画を作成 し、お互 いに教 え合 いや学 び合 う中で課題解決 の方法 や相互協 力の態 度

を育成 す る。

③ 「まとめ」 の段階 では 「ダ ンスを見 る楽 しさを知 る」 ことに重点 を お き、 お互 いの ダ

ンスを鑑賞 す ることに より自己の課題発見 、 グループの目標設定 の方法及 び評 価活動 に

っ いて理解 させ る。
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学習過程 の工夫 と教 師のかかわ り

指 導 の ね ら い

「は じめ」 の段階 一ｺ

(一 斉 授 業)

十

(グ ル ー プ授 業)

「なか」 の段階 一一ｺ

(グ ル ー プ学 習)

「ま とめ」の段 階 →

興 味 ・関 心 ・意 欲

知識 力 ・理解力

表 現 力 ・創 造 力 ・計 画力

鑑賞 力 ・評価す る力i

生徒 の レデ ィネスの把握

学習情報の提供

グループ編成の助言

学習 目標設定の助言

学習方法の提供

課題解決方法の助言

学習計画作成の助言

(グ ループ学習)

(3)学 習段 階 に応 じた教師 のかかわ り方

① 「は じめ」 の段階 において は、教師 の指導を中心 とした一 斉授 業 に よ り生徒 の興 味 ・関

心 ・意欲を高 め るため様 々な種類の ダンスを紹介 した り、 ビデオカメラで生徒 の動 きを撮

影 し自己の動 きや能力等 にっいて確認 し、学 習活動 が円滑 に進 め られるよ うア ドバイスする。

② 「なか」 の段階 、「まとめ」の段階で はグループでの学習 を中心 に生徒が よ り自発 的 ・自

主 的 に学習 に取 り組 めるよ うにグループ ノー ト・個人 ノー トなどを活用 して課題解決方法 ・

学 習計画 の作成等 につ いて ア ドバ イスを行 う。

③ 実際 の学習場面 で は一人一人 の生徒をよ く観察 し、必要 に応 じて言葉か けや個別指 導 な

どを行 いなが ら、次 の目標 の設定や課題 の解決 に役立っ よ うにグループを支援す る。

グループ編成へのか かわ り方

男女混成の編成(教 師主導型) b 興味 ・関心、学習段階に応 じた男女混成の編成(生 徒主体型)

(4)評 価方法 の工夫

選 択制授業のね らいを踏 まえ、生徒の 自主 的 ・自発的 な学習への取 り組み方や運動 の学 び

方 、 目標の達成状 況 や学習課題 な ど目分 の状況 を自分で把握 し、次の 目標設定や課題解 決 に

役立 てなが ら学 習を進 めて行 くために、生徒 による自己評価 ・相互評 価 と教師 による評 価 を

毎時 間行 うようにす る。
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10.指 導 計 画(3年 間 の ダ ンス の指 導 計 画)

身体活動による

自己またはグループでの表現

学習活動

3年 次

2年 次

1年 次

踊 り ・創 る楽 しさを知
り、鑑賞 し感 じあえ る
能力 を養 う。

感情や考えを表現
し、創 り出す喜 び
を知 る

性
さ

特
し

の
楽

ス
れ
る

ン
触
知

ダ
に
を

今持 って いる力

(小 ・中学校 での経験等)

はじめ

主体的 に学 習活動 を し、発表 会を

計画 ・実践で きる

は じめ:オ リエ ンテ ー シ ョ ン

なかa:今 ま で学 ん だ こ とを活 か し、作 品 を 創

る。

なかb:新 た に 自分 達 で 創 り出 した力 で作 品 を

創 る。

作 品 の発 表 ・評 価

なか

まとあ はじあ

計画的 ・自主的 な学習活動

で創作す る

なか

は じめまとあ

オ リェ ンテ ー シ ョ ンを 重 視

し、 段 階 に応 じた作 品 創 り

を す る。
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(1)学 習 指導計 画(1年 次のね らいと指導計画)

① ダ ンスの特性

個人 や グループの感情 や考 えを動 きで表現 して い く中で、 リズムに乗 って踊 る楽 しさ、

動 きや演 出を工夫 して創 ってい くお もしろさ、仲間の踊 りを見 て共感 しあ う喜 びを味 わ い

新 たな自分 や仲間 の個性 を発見 す ることので きる運動 であ る。

② 学習 のね らい

ア ダ ンスの特性 を理解 し、 リズムにあわせて踊 った り、何かにな りきって踊 る事により、

ダ ンスの楽 しさを味わ うことがで きるよ うにす る。

イ 互 いの学習経験 や男女 の特性 を踏 まえ なが ら、個人や グループが 目標を もち、課題 を

見っ け協力 しあいなが ら計画 をたて、主 体的 に学 習す る能力 と態度 を養 う。

ウ 学 習への取 り組 みや段階 に応 じた課題 の設 定 にっいて、適切 な 自己評価 ・相互 評価 が

で きる能力 と態度を養 う。

エ それぞれが決 め られ た役割を果 た し、練習の仕方 を工夫す ることによ り、安 全 に留 意

しなが ら活 動で きる能力 と態度を養 う。

③ 学 習指導 の方針

ア 学 習内容 や習熟度 に応 じて一斉授業 とグループ学習 を併用 し、 ダ ンスの特性 ・男女 の

特性 を生 か した学習過程 や、教師のかかわ りを工夫す る ことによ り、生徒 が主体 的 に授

業 に取 り組 むよ うにす る。

イ さまざまな ダ ンスの種類 を紹介 した り模倣す ることによ り、初期 の段階 か ら男女 共 習

によ る恥ず か しさを取 り除 く工夫 を行 い、 ダンスの楽 しさに触れ るこ とがで きるよ うに

す る。

ウ グループ分 け は男女 の特性 や経験 の違 いなどを考慮 した上で行 い、 それ ぞれのよ さを

理解 し、協力 しなが ら学習 で きるよ うにす る。

工 毎時間、 自己評価 ・相互評価 を行 うことによ り、学習を振 り返 らせ た り、新 たな課題

を発見で きるよ うにす る。

オ 学習段階 に応 じた課題発見 のために、学習資料 やVTR・ グルー プノー ト・個人 ノ ー

トを有効 に活用 させ る。
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11.選 択 制授業 における男女共習の ダ ンスの単元計画(配 当時間25時間)

鵬 6ま じ め な カ 、
一

ま と め

翻 4 7 3 8 3

学

習

内

容

オ
リ
エ
ン
テ
i
シ

多

一

班編成

男女で踊る

役割分#e

,

オ
リ
エ
ン
テ
1
シ

呈

一

グループ編成

役割分担

ダンスの選択

國
t1

國

一

評

価

三躰 の
動 き

淋 の 動
きの 連糸売

一

発
表

鑑

賞
一

一

評

価

一

淋 の
動 き

差齢 の動
きの愚 売

E-i

0

F-一 一」

1'1:
、

→
' 、'イ

'!、

、

'←

, →
0

艮P興
fシ

作 品
つ く り

昼口 興
∈ シ

作 品
つ く り

学習
形怨

一斉授業 ・班別学習 一斉授業 ・班別学習 ・班別発表 一斉授業 ・グループ学習 グループ学習 一斉授業 ・グループ発表

グループ学習

掌

習

活

動

◇選択制授業の概要、男女

共習の授業形態を理解す

る。

◇VTR教 材で多様なダン
スを倣 する。

◇班煽成を行 う。

◇男女共習についての感想

文を提出す るD

◇基本の動きを正 しく身につけ、 リズムにのって音楽にあわせて楽

しく踊る。

◇班内で、動きを変化発展させ作品づ くりを行う。

◇班毎に3分 程度の発表を行 う。

◇班毎の 自己評価、相互評価をする。

OvTa

◇グループ編成を行う。

◇踊 りたいダンスを、選択す

る。

◇学習計画を、立案 ・作成す

,3,
◇役割分担を、決定する。

◇毎時間の学習計画の作成をする。

◇恒時間の学習計画の確認をする。

◇学習of画に基づ く自主的な活動を行う。

◇自己評価 ・相互評価を、個人 ・グループで実施

する。

◇グループ毎に発表内容を明確にさせ

作品発表を行う。

◇グループ毎の自己評価 ・相互評価を

行 う。

◇学習ノー トの菟理をする。

◇グループ毎に、学習全体のまとめを

する。

◇アンケー ト、感想文を書く。

A

教指
師導
の上
働
細
わ意

り点
0

◇選択制授業の概要を説明

す る。

◇男女共習の授業形態につ

いて理解させる。

◇学習段階に応 じた踊 が

設定できるように、助言

す る。

◇多様なダンスを鑑賞させ

て興味関心を引き出させ

る。

◇グループのmは 、あら

か じめ決定 しておく。

◇学習ペースは、グループ ・個人で差があることを理解 させる。

◇VTR、 ビデオカメラを利用 して、動きの模倣、課題の発見がで

きるように工夫する。

◇グループ錬習や、個人練習が積極的にできるように個 の々課題を

明確にさせる。

◇自己評価 ・相互評価は、個人 ・グループの現状 と学習成果を把握

し、新たな課題の発見に活用させる。

◇グループ毎の発衷内容が適切であるか助言する。自己評価、相互

評価が適切であるか確認する。

◇男女共習の授業形態につい

て再度理解 させる。

◇踊 りたいダンスを、選択さ

せる。

◇生徒の自主的な活動を観察

しながら、グループ編成、

役割分担、学習計画の立案
・作成が適切か指導助言す

る。

◇学習計画は、事前に提出させる。

◇学習内容が、計画通 り実施されているか確認す

る。

◇安全に留意 して、学習括動が進められるように

配慮する。

◇自己N価 ・相互評価は、課題の迷戒度の確認、

新たな課題の発見につなが ることを、理解させ
る。

◇課題の解決、発見等の確認をさせ次時の学習計

画を検討させる。

◇グループ毎の発表内容が適切である

か助言する。

◇ 自己評価 ・相互評価が適切であるか

確認する。

◇鑑賞する態度について考えさせる。

◇授業計画、授業内容、授業態度、授

業に対する取 り組みを振りかえさせ

る。

◇男女共習、選択制授業を行 った内容

について生徒にア ンケー ト、感想文

を融 ・てもらう。

評

価

括

動

O選 択制授業における男女

共暫の意義が理解できた

か。

○●男女が互いに扱助協力

できたか。

○'A女 で照れや恥ずかしさ

をの り越えて踊ることが

できたか。

O基 本の動きができたか。

0動 きを変化、発展させることができたか。

●O男 女が互いに、援助協力 して学習を進めているか。

●自己評価、相互評価が適切に行われているか。

●学習ノー トの記入が適切になされてい るか。

●O学 習べ一スに無理はないか。

◎ リーダーがク,レーブを主導 していたか。

0楽 しく授業に参加 しているか。

●◎グループの協力、話 し合いがスムーズに行われているか。

O踊 りたいダンスを選択でき

たか。

●0グ ループ編成がスムーズ

に行われたか。

○授業方法が理解できたか。

0学 習計画の立案 ・作成がで

きたか。

●○役割分担がスムーズにで

きたか。

●◎課題逮成に基づいた学習計画が、作成された

か。

●◎学習が計画通 りに実施できたか6

●◎協力 して発表を行い鑑賞 ・評価 し

あうことができたか。

●◎踊りの動きに曲が効果的であった

か。

Oダ ンスの特性に触れ楽しさや喜びを

味わえたか。●○男女が互いに援助協

力できたか。●○主体的に学習する態

度が身にっいたか。●ダンスの技能習

得ができたか。

(○自己評価 ●教師による評価 ◎相亙評価)

「

-

も



12.ダ ンス の 指 導 事 例 (実 証授業)

単 元 名 ダ ン ス 配当時間 24時 間申17・18時 湘1学 年 第3学 年 男子6名 女子6名 計12名

本時のね らい

選択したダンスの学習計画をたて、グルーフ海に自主的に活動する。

i
1,男 女が互いに援助 ・協力しなが ら、リーダーを中心に課題に向かって工夫 しながら練習する。

2,ダ ンスの墓本の動 き、ステ ップなどの技能を身につける。

3,音 楽にあわせて、楽 しく踊る。

4,安 全に留意 しなが ら学習活動ができる態度を養 う。

酸1灘 機材 伽 。,デ沖 。デオカメラ等). グルー プ ノー ト ・ 個 人 ノー ト

コ ロ

1段階1時 聞i形態:
ll

圏

学 習 内 容 ・ 学 習 活 動 教師の指導上の留意点 とかかわ り方, 評価活動 i

i!

I

l導

1入

i

オ
i

劉 済
i

集合
麗
出席点呼
本時の説明

本時の説明とグループ学習の進め方を理解

する。

グループ学習では、 リーダーを中心

に、互いの援助 ・協力が重要なこと

1を理解 させる 。

1

,

本時の謀題が理劇
できたかOl

l
l
l i引 一斉

闘 闘 全体の,一 ダーを轍 靴 鋤 を行うコ ダンスでよ、使う、足の遇動を中心

Dこ粉 に行わせる。

1

準備運動が しっか1

りとできたか 。1 暑

目

展
1

35k

基本の動き 基本の動き

〈Aグ かプ〉<Bグ かプ>1
炉

レ

それぞれの レベルに合わせ 、基本の

動きを、援助 。協力しなが ら学習さ

せる 。

i
動 きができない生徒 に対し・リー 列

.・1

互いに協力し,精i

;楚騨 こと州
1

蒼総 窪壽離1ダンスの基本を音楽に

合わせて踊 る。

ダンスの基本の動きを

音楽に合わせて踊 る。 に取 り組んだかe
一と協力 して指導助言する。

1

ー

開

・ 分 グ

1ル

香

慧し

is

1分

35

i分
1

1

1

i

…

…

1

作品創 り

基本の動 きを自分で リ

ズムをとりなが ら楽 し

く踊 ることができるよ

うにす る。

学

習

テーマを設定 しイメージ

した何を一番表現 したい

のかを発見す るe

イメージしたものにふさ
わ しい動 きを創 りだす。

(一人の動き 。全体の助

喜)

基本 の動 きのバ リエーシ

ヨンか ら、作 晶づ くりの

モチーフを発見す る。

モチーフを変化させなが

ら全体の作品を構成する

り

1

↓

翻作

欝1畿1雛 隈毫1姻
」

坪 15

理 伊

i

テーマを設定 しイメー

ジした何を一番表現 し

たいのかを発見する 。

基本の動きと今できる

動きの中か ら.作 晶創

りのテーマにふさわ し
モチー フを発見す る。

男女の違いや個人の違いを充分理解

し、その上で優々を生かした作品づ

くりができるようにさせる。

を立て、それに従って協力 して掌習

i活動を実施できる能力 と態度を養 う

互いの理解が十分 ・

であったか。

1つ の作品を作 り上げるための計画'か 。また、計画通1

りに学習す ること

1鯛 達成の学習計

1画は適切であった}

灘 嚢灘灘 騨 廷悉劉'l

i

ができたか。

ill
与えられた謙1

1グル 桑合'一プ

学習 本時のまと

めと次時へ

の予告

一斉

挨拶 、解散

グループ毎に集合 し、 リーダーを中心に本

時のまとめをし、次時の課題 を発見す る.

グル ープ全体 として、本時の諌題に

対 して協力 して取 り組む ことができ1

たか話 し合わせ、その申か ら次時の

箏雑 講 粥 諜 藩 慧酬 馨轡 見し・学習梱 こ反映させ
i自己評価 ・相互評価をさせることで

発見 された課題が次時の学習活動 に生かさ

れるように、学習計画をたてることを理解

する。

鑛 劉
次時へ の課題 を発見させ る。

轄 、一,の記入、提出欄 す、i互評価を行う0

1個人 カー ドを記入

1し 、 自 己評価 ・相 ・
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13.ダ ン スの 指 導 結 果 と考 察

仮 説 を 実 証 す るた め 、実 証 授 業 の後 に、 授 業 を受 け た生 徒 を対 象 に 「ダ ンス に関 す る ア ン

ケ ー ト」 を 実 施 した 。 そ の調 査 結 果 と考 察 は以 下 の通 りで あ る。

(ア ンケ ー ト対 象:都 立 高 等 学 校2校 第3学 年 男 子9名 、女 子12名 計21名)

(1)授 業 全 体 を通 して 、「リズ ム にの って楽 しく踊 る こ とが で きた 」、 「お 互 い協 力 し あ っ た

り、 助 け合 った り しな が ら学 習活 動 に取 り組 む ことが で き、 楽 しか っ た」、「男 女 一 緒 の 授

業 は楽 しか った」、 「機 会 が あ れ ば ま た ダ ンスを した い」 と全員 が答 え て い る こ とか ら、1

年 次 の ね らいで あ った 「踊 る楽 し さ」 を 味 わわ せ る こ とが で きた と考 え る。

② 男女 共 習 の 授 業 形 態 にっ い て は、 「照 れ や恥 ず か しさ を越 えて 踊 る こ とが で き た 」、 「照

れ恥 ず か しさ は なか った」 と95%の 生 徒 が 答 え て い る。 また 、 「上 達 は男 子 の 方 が 早 い気

が す る」、 「男 女 そ れ ぞ れ経 験 の違 う人 と ダ ンスを す るの もお も しろい 」 と答 え て い る生 徒

も いた 。 この こと か ら、 「は じめ 」 の段 階 で導 入 と して フ ォー ク ダ ンス等 を 取 り入 れ 、 男

女 一 緒 に踊 る こと の で き る ダ ンス を行 った り、 「なか 」 の段 階 で 、 興 味 ・関 心 の あ る ダ ン

ス を選 択 させ 、 男 女 関 係 な くグ ル ー プ編 成 を行 うこ とで 、照 れ や恥 ず か しさを 取 り除 き、

男 女 の特 性 を 理 解 しなが ら授 業 を行 うこ とが で きた と考 え る。

㈲ 全 員 が 「オ リエ ンテ ー シ ョ ンで、 ダ ンスの 興 味 が膨 らん だ」、 「ダ ンスの種 類 や 踊 りの 違

い が わ か った 」 と答 え て い る。 ま た、学 習 過 程 の 「は じめ」 の段 階 で 、VTRを 使 っ て 多

様 な ダ ンスを 紹 介 し、 模 倣 した り、 授 業 の進 め方 を教 師 が指 導 す る こ とで 、 「学 習 の進 め

方 が わ か った 」 が86%、 「踊 りた い ダ ンス を選 択 す るの に役立 った 」 が90%で あ っ た 。 こ

の こ とか ら、1年 次 で 、 オ リエ ンテ ー シ ョンを重 視 して い く こ とは 、大 きな意 義 が あ る と

考 え られ る。

(4>学 習 過 程 の 「なか 」 の 段 階 で 、教 師指 導 の グル ー プ編 成 で の活 動 に っ い て 、 「活 動 計 画

を 自分 で っ く る こ とが 出 来 た 」、「自分 た ち で立 て た活 動 計 画 が実 行 で きた」 と答 え て い る

生 徒 が50%で あ るの に対 して 、興 味 ・関 心 に応 じた生 徒 中心 の グル ー プ で の活 動 に つ い て

は 、全 員 が 「自分 た ちで立 て た活 動 計 画 が実 行 で きた」 と答 え て い る 。 ま た 、 「今 ま で の

授 業(一 斉 授 業)よ り も学 習意 欲 が高 ま った と答 えて い る ことか ら も、 生 徒 が主 体 的 に学

習 活 動 を進 あ て い くこ とに よ り、生 徒 一 人 一 人 の課 題 に応 じた学 習 が 展 開 さ れ、 ダ ン ス の

特 性 を よ り深 く味 わ う こ とが で きた と考 え られ る。

(5)「 ま とめ 」 の段 階 で は、 作 品 の 発表 ・鑑 賞 の機 械 を設 定 し、 毎 時 間 、 自 己評 価 ・相 互 評

価 を 行 って きた。 この こ とに対 して、 「自分 の課 題 や グル ー プ の 課 題 を 発 見 し、 練 習 方 法

等 を 考 え る の に役 立 った」、 「自分 の学 習 活 動 を 振 り返 り、 お互 いに 教 え合 うこ とがで きた」

と全 員 が 答 え て お り、生 徒 が学 習 成 果 を 発 表 し、 自己 評 価 ・相 互 評 価 す る こ と に よ って 、

新 た な課 題 の発 見 や 目標 の設 定 に大 い に役 立 った と考 え られ る。

(6)教 師 のか か わ りに つ い て は 、「は じめ 」 の段 階 に お け る、VTR等 の学 習 情 報 の提 供 は 、

生 徒 の 興 味 ・関 心 を高 め、 意 欲 を もたせ る の に有 効 で あ った と全 員 の生 徒 が 答 え て い る。

ま た、 「な か 」 の段 階 にお け る 「グル ー プ ノー ト ・個 人 ノ ー トへ の教 師 の ア ドバ イ ス」 は 、

「とて も参 考 に な った 」 が95%、 「教 師 の ア ドバ イ スを 生 か す こ とが で き た」 と90%の 生 徒

が 答 え て い る。 この こ とか ら、 学 習 段 階 に応 じた言 葉 か けや学 習 ノ ー ト等 を 通 して の ア ド

バ イ ス は、 学 習 目標 の設 定 ・学 習 計 画 の 立 案 に効果 的 で あ った と考 え られ る
。
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14.ま とめ と今後 の課題.

(1)ま とめ

本研 究 にお いて、 ダ ンス班 は選択制授 業におけ るダ ンスの男女共習を通 して、研究進 あて

きた結 果、次の ことが明 らか になった。

① ダ ンスの特性 を理解 し、 リズムにの って楽 しく踊 るために、VTR等 を使 った導入 段 階

の工 夫を行 った り、踊 りたいダ ンスを選択 を してグループでの学習を行 うことは、自発的 ・

自主 的 に学習 を進 ある うえ で、大 きな役割 を果 た した。

② 男女共習で ダ ンスを学習す る上での 「男女 間の照 れや恥ずか しさ」 は、実証授業前 の ア

ンケー トで は大 きな課題で あ ったが、「は じあ」の段階で男 女一 緒 に踊 るダ ンス を一 斉 指

導 の形で取 り入 れた ことは、「照 れや恥ずか しさ」を取 り除 く1っ の方法 として有効であっ

た。 この ことか ら、1年 次 か ら男女共 習の学 習形態 を取 り入 れる ことは、事前 の ア ンケ ー

トで感 じて い るほど困難 ではないと考 え る。また、自己の興味 ・関心 にあ った ダ ンスを選

択 しグループによ る学習活動 を行 うことは、「照れや恥ずか しさ」 を さ らに取 り除 くとと

もに、互 いに教 え合 いや学 び合 う中で、課題解決 の方法 や相互協力 の態度 を育 て るこ とに

っ なが り、主体 的に学習す る態度を培 う上 で大 いに有効 であ った。

③ 教師がVTR等 を活用 した 「視覚 ・聴覚 」に訴 え る学習資料を提供す ることは、個人 や

グループの目標設定 や課題解決 にとって大 きな効果 があ った。 また、 グループでの学 習 を

進 めて い く上 で、課題 の解決方法が見つか らなか った り、学習計画 が生徒 同士 だ けで は う

ま く立案 できない場合、教 師による 「言葉か け」や 「学 習 ノー ト」 を通 した ア ドバ イ ス

などの支援 はたいへん有効 であ った。

④ 今回、学習過程 の中で、「まとめ」 の段階 の目標を作品の発表 ・鑑 賞 に お いて学 習 を進

め、毎時間、 自己評価 ・相互評価を行 うことは、主体的 に活動す る上 での課題発 見や 目標

設 定、学習計画 の作成 に効果が大 きか った。

(2>今 後 の課題

① 主体的 に考 え判断 し、進んで学習す る能力 と態度 を培 う学習過程 の工夫 を一層 図 る必 要

が ある

② 男女間 の照 れや恥ずか しさを取 り除 くための学習過程及 び男女 の特性 を生 か した工夫 を

す る必要が あ る

③ 視聴覚機器 によ る学習資料 の活用の工夫をす る必要 があ る

④ 各学校 の実態 に即 した ダンスの指導計画を作成す る必要 がある
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